
   

   

た
た
か
い
ぬ
き
ま
す
。 

大
軍
拡
を
止
め
、
暮
ら
し
と

福
祉
、
教
育
の
充
実
を
図
り
、

今
こ
そ
政
治
の
力
で
大
幅
賃
上

げ
を
。
希
望
の
持
て
る
日
本
の

実
現
へ
、
来
る
べ
き
総
選
挙
で

の
勝
利
を
め
ざ
し
て
と
も
に
力

を
合
わ
せ
ま
し
ょ
う
。 

希
望
の
議
席
で
要
求
実
現
へ 

大
平
よ
し
の
ぶ 

日
本
共
産
党 

元
衆
議
院
議
員 

戦
争
の
準
備
で
は
な
く
、
平
和
の
準
備
を 
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統
一
地
方
選
挙
は
中
国
地

方
で
前
回
比
４
議
席
増
の
前
進

を
勝
ち
取
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
県
議
・
政
令
市
議
で

現
有

18

議
席
か
ら

21

議
席

へ
、
女
性
議
員
も
８
人
か
ら
11

人
に
前
進
。
新
た
に
築
い
た
地

歩
を
存
分
に
生
か
し
、
私
も
皆

さ
ん
と
力
合
わ
せ
要
求
実
現
と

平
和
を
守
る
先
頭
に
た
っ
て
が

ん
ば
り
ま
す
。 

広
島
湾
で
の
日
米
軍
事
訓

練
、
米
軍
岩
国
基
地
の
大
増

強
、
自
衛
隊
呉
基
地
へ
の
ト
マ

ホ
ー
ク
ミ
サ
イ
ル
配
備
、
美
保

基
地
へ
の
新
型
空
中
給
油
機
の

配
備
・
増
強
な
ど
、
岸
田
自
公

政
権
に
よ
る
日
米
一
体
の
戦
争

準
備
、
大
軍
拡
の
動
き
が
中
国

地
方
で
も
激
し
く
進
み
、
国
会

で
は
９
条
に
狙
い
を
定
め
た
明

文
改
憲
の
動
き
も
一
層
強
ま
っ

て
い
ま
す
。 

私
た
ち
は
戦
争
も
核
兵
器
も

な
い
世
界
の
実
現
へ
、
平
和
の

大
攻
勢
を
か
け
国
会
の
内
外
で

第
94
回
福
山
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー 

働
く
者
の
団
結
で
「自
由
と
平
等
」 

「平
和
と
民
主
主
義
」守
ろ
う 

「
福
山
地
区
統
一
メ
ー
デ
ー
」

が
今
年
も
５
月
１
日
に
行
わ

れ
、
介
護
や
保
育
、
教
育
現
場

な
ど
の
労
働
者
約
80
名
が
福

山
城
公
園
に
集
ま
り
、
４
年
ぶ

り
に
福
山
駅
周
辺
で
デ
モ
行
進

も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

日
本
共
産
党
市
議
団
、
河
村

ひ
ろ
子
県
議
が
参
加
。
日
本
共

産
党
の
大
平
よ
し
の
ぶ
元
衆
院

議
員
が
連
帯
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

送
り
ま
し
た
。 

集
会
で
採
択
さ
れ
た
「
メ
ー

デ
ー
宣
言
」
は
、
①
ジ
ェ
ン
ダ
ー

平
等
の
視
点
か
ら
も
ケ
ア
労
働

は
じ
め
労
働
者
の
賃
金
大
幅
引

き
上
げ
②
軍
事
費
削
減
、
消
費

税
大
幅
減
税
、
大
企
業
の
優
遇

税
制
是
正
と
所
得
再
分
配
③

大
軍
拡
・
改
憲
推
進
の
岸
田
政

権
に
対
し
、
憲
法
を
守
り
い
か

す
運
動
、
市
民
と
野
党
共
闘
の

進
化
・
発
展―

を
め
ざ
す
と
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。 

街頭宣伝する日本共産党市議団と

河村ひろ子県議 5 月 3 日 

STOP！「戦争への道」福山総がかり行動」5・3 憲法集会 

仁比そうへい参院議員と新県議団、新広島市

議団ともに街頭宣伝 5 月 2日 

憲
法
施
行
か
ら
76
年
と
な

る
今
年
の
憲
法
記
念
日
は
、
岸

田
政
権
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
危

機
に
乗
じ
た
大
軍
拡
と
改
憲

の
推
進
に
よ
っ
て
、
憲
法
９
条

が
最
大
の
危
機
に
直
面
し
て

い
る
中
で
迎
え
ま
し
た
。
軍
拡

が
進
め
ば
社
会
保
障
や
教
育

予
算
な
ど
を
圧
迫
す
る
こ
と
は 

 

 

市
民
参
画
セ
ン
タ
ー
で
は
福

山
総
が
か
り
行
動
主
催
に
よ
る

５
・
３
憲
法
集
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
記
念
講
演
で
「
核
兵

器
廃
絶
国
際
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

（
I

C

A

N
）」
会
長
の
川
崎

哲
氏
は
、「
戦
争
の
準
備
で
は
な

く
、
平
和
の
準
備
（
加
藤
周
一

さ
ん
の
こ
と
ば
）
が
今
こ
そ
大

切
。
」
と
強
く
語
り
ま
し
た
。 

集
会
の
宣
言
で
は
、「
憲
法
を 

必
至
で
す
。
そ
れ
は
憲
法
が
保

障
す
る
個
人
の
尊
厳
と
幸
福

追
求
権
、
生
存
権
、
憲
法
教
育

権
な
ど
も
侵
害
し
ま
す
。 

ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
戦
禍
を
目
の

当
た
り
に
し
た
か
ら
こ
そ
、
平

和
憲
法
を
活
か
し
た
外
交
に

力
を
尽
く
す
政
治
が
求
め
ら
れ

ま
す
。 

 

 

変
え
て
、
戦
争
す
る
国
に
な
る

の
で
は
な
く
、憲
法
を
活
か
し
、

平
和
・
人
権
・
民
主
主
義
の
実

現
」
「
戦
禍
に
お
び
え
る
こ
と

も
、
飢
え
る
こ
と
も
な
く
、
す

べ
て
の
人
が
、
豊
か
に
、
平
和

に
暮
ら
せ
る
こ
と
」
な
ど
の
文

言
が
盛
り
込
ま
れ
、
岸
田
政
権

の
暴
走
を
止
め
、
憲
法
の
改
悪

は
許
さ
な
い
と
声
を
上
げ
る
こ

と
を
確
認
、採
択
さ
れ
ま
し
た
。 


